
点 名 X 座標 Y 座標 Z 座標(標高)

基2-7 108517.023 104800.008 4.143

3坂野東NO.1 108971.173 104923.890 2.965

3坂野東NO.2 109393.803 105189.045 2.358

3坂野東NO.3 109564.556 105643.508 2.429

3坂野東NO.4 109880.129 106145.900 0.853

T-1 108566.218 104797.588 3.008

T-2 108618.623 104792.530 3.032

T-3 108712.720 104782.258 2.203

T-4 108764.121 104805.252 3.209

T-5 108850.178 104852.503 2.183

T-6 108879.811 104879.889 3.086

T-7 108912.095 104899.259 3.020

T-8 109028.501 104967.396 1.592

T-9 109118.266 105008.182 3.472

T-10 109168.458 105024.676 2.336

T-11 109221.176 105056.825 2.719

T-12 109272.416 105092.128 2.691

T-13 109315.075 105135.356 2.932

T-14 109377.017 105272.481 2.495

※Z座標(標高)は直接水準成果

基準点座標リスト

平面図 S=1:100 N

徳島県農林水産部東部農林水産局(徳島庁舎)

那賀川・小松島地区

小松島市坂野町

Ｒ１徳耕　国附　那賀川小松島

図面番号

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

平面図

S=1:100 /1 8

【直接分水工・附属物・水門設備・除塵設備】

AS

スクリーン

T.坂
野(一

)4.
L10

AS

倉庫

HPφ
400

2.95

1.46

1.50

1.81

1.86

1.89

2.27

(1.74)

1.43

2.60

2.73

(1.43)

1.45

1.45

2.02

1.41

1.64

2.45

2.01

2.4
8

2.43

2.54

1.63

2.47

2.54

1.87

1.
54

2.44

1.63

1.88

1.
44

1.93

1.35

1.73

1.94

1.74

1.77

1.54 1.46

1.54

(1.52)

2.75

IP16

NO.19

3級基準点H27那賀川・坂野東NO.2

1.04

入
口

AS

(NO.19+14.541)

1.84

1.83

1.70

1.69

1.03

1.33

1.05

1.65

1.71

1.45

1.60

1.76

1.44
1.34

1.52

2.50

1.61

1.76

1.43

電灯φ85

X=109400

X=109350

Y=1
052

00

X=109400

X=109350

Y=1
052

00

NO.19+19.77

NO.19+33.89

NO.19+34.72

EP(NO.19+37.25)

1号渡版工（2300×180×800）N=1.0箇所

2号渡版工（4800×180×800）N=1.0箇所

【除塵設備】 自動除塵機 N=1.0面

【除塵設備】 傾斜ベルトコンベア N=1.0基

舗装止擁壁L=3.8m

下流側水位計
N=1.0基

除塵設備操作盤N=1.0面

坂野西幹線ゲ－ト（W1200）N=1.0門
和田島幹線ゲ－ト（W1750）N=1.0門
坂野東幹線ゲ－ト（W550） N=1.0門

【除塵設備】 ホッパ N=1.0基

【水門設備】 操作台 N=1.0基

引込開閉基盤 N=1.0面
既設引込柱N=1.0基

門扉（H2000×W4000）N=1.0基

照明灯N=1.0基

照明灯N=1.0基
常夜灯（添架式）N=1.0基

1号スクリ－ン（B2000×H1100）N=4.0箇所

2号スクリ－ン（B1850×H1100）N=1.0箇所

3号スクリ－ン（B700×H550）N=1.0箇所

底版勾配修正（無筋コンクリ－ト）V=0.7m3
表面被覆工（側壁部・ポリマ－セメントモルタル）A=15.9m2

2号舗装工（市道斜線部）A=12.6m2

【附属物】
1号舗装工（分水工施設内）
A=39.9m2

上流側水位計N=1.0基

舗装止擁壁L=2.0m

【附属物】
防護柵基礎

L=1
2.3

m

1号防護柵工（H=2.0m）L=35.2m
1-1号防護柵支柱工（H=2.0m、コンクリ－ト埋込式）N=12.0箇所
1-2号防護柵支柱工（H=2.0m、ベ－スプレ－ト式）N=7.0箇所
2号防護柵工（H=2.15m）L=8.9m
2-1号防護柵支柱工（H=2.15m、コンクリ－ト埋込式）N=2.0箇所
2-2号防護柵支柱工（H=2.15m、L型ベ－スプレ－ト式）N=7.0箇所

施工済

施工済

施工済

坂野幹線付帯工事

転落防止柵，タラップ

※タラップ施工箇所は，関係管理者と協議すること。

VPφ100

HPφ100

E.シマジリ41NS3

【附属物】

【附属物】

【附属物】

【除塵設備】

【除塵設備】

【水門設備】

【除塵設備】

【附属物】

【附属物】

【附属物】

【附属物】

【
附
属
物

】
反

射
テ
－

プ
（
W
5
0
）

L
=
7
.
5
m
（
6
.
0
箇

所
）

【直接分水工】（斜線部）B-2型・B-3型

【附属物】

【除塵設備】

【附属物】

【附属物】防護柵工は、分水工施設全周に設置（入口門扉除く）

【
附
属
物

】
水

路
蓋

版
工

（
B
1
8
5
0
～

2
3
5
0
）

L
=
1
0
.
5
m
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i=1/1966(設計勾配i=1/1966)
L=530.810mH=0.270m
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曲線

測点

単距離

追加距離

現況地盤高

水路底高

水位

水路勾配

工種延長

計

画

DL=-5.000

1：500

1：
10
0

0.000

5.000

10.000

計画底高の差を図上計測したものである。

※ 図中縦断の( )数値は、既設水路底と

坂野幹線用水路　L=983.9m【計画掃流量 Q=0.152(m3/s)】

 Q=1.450(m3/s)・・・計画用水量

(NO.9+3.08　EL1.770)

岡田前分水ゲ－ト

(19+14.541)

【底版勾配修正+側壁ライニング区間】

B-3型　L=28.8m

+
4
3.
0
8

N
O
.
16

+
8
.0

N
O
.
17

B-2型　L=14.9m B-3型　L=119.3m

+
2
7.
3
3

N
O
.
19

+
2
8.
0
3

N
O
.
19

B-2型　L=0.7m

+
3
3.
8
9

N
O
.
19

縦断面図
V=1:100
H=1:500

徳島県農林水産部東部農林水産局(徳島庁舎)

那賀川・小松島地区

小松島市坂野町

図面番号

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

縦断面図

V=1:100
H=1:500

/2 8

【直接分水工】

B-1型　L=5.9m

1
.5
0
0

用水路工事区間 用水路工事区間（坂野西幹線用水路は工事計画なし）

坂野西幹線用水路和田島幹線用水路L=625.4m

和田島幹線用水路Q=0.350(m3/s)・・・計画用水量

E
P（

NO
.
19
+
37
.2
5
）

+
37
.
25
)

L=3.36m(水門施設L=0.6m含む)
【B-2型・B-3型】

1
.4
9
0

(
0
.0
8
0)

(
0
.0
9
0)
坂
野
西

幹
線

(
0
.0
9
0)
和
田
島

幹
線

(
0
.0
4
0)
坂
野
東

幹
線

1
.4
2
0

1
.
49
0

直接分水工
B-2型・B-3型　L=2.8m

i=1/336(設計勾配i=1/336)L=3.360mH=0.010m

N
O.
19

+
34
.7
2

0.
8
30

9
84
.
72
0

1
.4
9
8

1
.4
2
0

(
0
.0
7
8)

Ｒ１徳耕　国附　那賀川小松島

坂野幹線付帯工事

スクリーン

橋

直接分水工工事区間



FH=1.500
GH=1.420(坂野)

NO.19+33.89

DL=-4.000

AS

※ 表面被覆工区間は底版勾配修正と合わせ施工する。

※ 図中水路底版の寸法値は、既設水路底と計画底高の差を示す。

AS

AS

坂野西 和田島 坂野東

NO.19+34.72

FH=1.490

GH=1.400(坂野西・和田島)
GH=1.450(坂野東)

EP(NO.19+37.25)

DL=-4.000

DL=-4.000

徳島県農林水産部東部農林水産局(徳島庁舎)

那賀川・小松島地区

小松島市坂野町

図面番号

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

横断面図

S=1:100 /3 8

【直接分水工】

横 断 面 図 S=1:100

FH=1.498

GH=1.400(坂野西)
GH=1.420(和田島)
GH=1.430(坂野東)

坂野西 和田島 坂野東坂野

（18N-8-20）

（18N-8-20）

（18N-8-20）

改修タイプ(B-3型)

底版勾配修正+側面ライニング(被覆工)

改修タイプ(B-3型)

底版勾配修正+側面ライニング(被覆工)

改修タイプ(B-2型、B-3型)

底版勾配修正+側面ライニング(被覆工)

側壁ライニング(左)

NO.19+33.89 断面数量表

【勾配修正】

無筋コンクリ－ト

側壁ライニング(右)

高圧洗浄（側壁+底面)

底版切削

溶接金網

【表面被覆工】

※辺長・面積等については、図上計測値。

表面被覆のハンチ区間は、側壁部として計上。

(m)

(m)

(m)

(m)

(m2)

(m2)

6.31

1.08

1.10

-

3.9

0.32

坂野

側壁ライニング(左)

EP(NO.19+37.25) 断面数量表

【勾配修正】

無筋コンクリ－ト

側壁ライニング(右)

高圧洗浄（側壁+底面)

底版切削

溶接金網

【表面被覆工】

※辺長・面積等については、図上計測値。

表面被覆のハンチ区間は、側壁部として計上。

(m)

(m)

(m)

(m)

(m2)

(m2)

3.21

1.10

1.09

-

0.8

0.07

坂野西

3.78

1.15

1.14

-

1.3

0.11

和田島

2.86

1.07

1.05

0.6

0.03

坂野東

側壁ライニング(左)

NO.19+34.72 断面数量表

【勾配修正】

無筋コンクリ－ト

側壁ライニング(右)

高圧洗浄（側壁+底面)

底版切削

溶接金網

【表面被覆工】

※辺長・面積等については、図上計測値。

表面被覆のハンチ区間は、側壁部として計上。

(m)

(m)

(m)

(m)

(m2)

(m2)

3.26

1.12

1.08

-

0.8

0.08

坂野西

3.79

1.10

1.13

-

1.4

0.11

和田島

2.59

1.08

1.06

-

0.3

0.02

坂野東

0.01

高圧洗浄（側壁曲線部） (m)1.20 2.47 1.16

Ｒ１徳耕　国附　那賀川小松島

坂野幹線付帯工事

8
0

7
8

9
8

6
8

9
0

9
0

4
0

無筋コンクリート

無筋コンクリート

無筋コンクリート

4300

1200 1750 550

1200 1750 650

1
0
4
1

1
0
3
5

1
0
4
2

1
0
4
2

1
0
5
0

1
0
5
0

1
0
7
0

5
0



AS

徳島県農林水産部東部農林水産局(徳島庁舎)

那賀川・小松島地区

小松島市坂野町

図面番号

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

標準断面図・構造図（1）

S=1:30 /4 8

【直接分水工】

標準断面図及び構造図（1）S=1:30

EP付近(NO.19+37.25)

修
正

厚

修
正

厚

修
正

厚

▽計画敷高

（無筋コンクリート 18N-8-20）

表面被覆工t=8mm(ポリマーセメントモルタル)
不陸整正としてt=3mm厚を含む

▽計画敷高

（無筋コンクリート 18N-8-20） （無筋コンクリート 18N-8-20）

表面被覆工t=8mm(ポリマーセメントモルタル)
不陸整正としてt=3mm厚を含む

坂野西 和田島 坂野東

底版勾配修正(厚5cm以上)+側壁ライニング

底版勾配修正(厚5cm)+側壁ライニング

AS

▽計画敷高

修
正

厚

（無筋コンクリート 18N-8-20）

坂野

表面被覆工t=8mm(ポリマーセメントモルタル)
不陸整正としてt=3mm厚を含む

NO.19+33.89付近

底版勾配修正(厚5cm以上)+側壁ライニング

Ｒ１徳耕　国附　那賀川小松島

坂野幹線付帯工事

底
版

勾
配

底
版

勾
配

底
版

勾
配

底版切削

5
c
m

溶接金網(φ3.2×100×100)

高圧洗浄(水路内)

　底版勾配修正

側壁ライニング　左右

5
c
m
以

上

溶接金網(φ3.2×100×100)

　底版勾配修正

溶接金網(φ3.2×100×100)

　底版勾配修正

側壁ライニング　左右

高圧洗浄(水路内)高圧洗浄(水路内)

水路改修タイプ【B-3型】

水路改修タイプ【B-2型】

5
c
m
以

上

底
版

勾
配

溶接金網(φ3.2×100×100)

　底版勾配修正

高圧洗浄(水路内)

側壁ライニング　左右

水路改修タイプ【B-3型】



徳島県農林水産部東部農林水産局(徳島庁舎)

那賀川・小松島地区

小松島市坂野町

図面番号

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

構造図（2）

S=図示 /5 8

【附属物-防護柵】

構造図（2） S=図示

完全式菱形金網φ2.6×32ｍｍ
〔スプリングネット〕
〔400g亜鉛めっきハガネ鉄線〕
（素線抗張力850Ｎ／m㎡～1050Ｎ／m㎡）
（亜鉛付着量400ｇ／㎡ 以上）

（水抜穴付）

コンクリ－ト埋込式（水路蓋版工・防護柵基礎）
ベ－スプレ－ト式（水路蓋版工・既設蓋版）

1号防護柵工(H=2.0m) S=1:20

コンクリ－ト埋込式（既設用水路）
L型ベ－スプレ－ト式（既設用水路）

完全式菱形金網φ2.6×32ｍｍ
〔スプリングネット〕
〔400g亜鉛めっきハガネ鉄線〕
（素線抗張力850Ｎ／m㎡～1050Ｎ／m㎡）
（亜鉛付着量400ｇ／㎡ 以上）

（水抜穴付）

2号防護柵工(H=2.15m)S=1:20

1-1号防護柵支柱工 S=1:20
(H=2.0mコンクリ－ト埋込式)

2-1号防護柵支柱工 S=1:20
(H=2.15mコンクリ－ト埋込式)

1-2号防護柵支柱工 S=1:20
(H=2.0mベ－スプレ－ト式)

2-2号防護柵支柱工 S=1:20
(H=2.15mL型ベ－スプレ－ト式)

防護柵基礎 S=1:20

▽2.71
(分水工内高さ)

差し筋 D13@250 L=300

D13L=300差 し 筋 kg 11.940

18-8-40高炉B種

m2

m3

型　　　　枠

コンクリート

10.0m当り

数　　量単 位規　　格名　  称

数量表

小型構造物 6.400

0.640

D13用L=150削 孔 40.0箇所

(W50×L1250) (W50×L1250)

小松島市道側に設置すること
設置位置は、協議のうえ決定

備考
　1.外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきとする。
　2.コンクリ－ト埋込式、ベ－スプレ－ト式、L型ベ－スプレ－ト式の設置は、
　　本設計図面で施工上支障ないか事前に現場等との確認をとること。
　3.防護柵支柱工は、既設用水路天端、既設蓋版天端、防護柵基礎、水路蓋版工に
　　それぞれ設置するため、施工方法及び順序に注意すること。
　4.防護柵工は、H=2.0m、H=2.15mのタイプがあるが、一部防護柵支柱工（H=2.15m）
　　設置箇所に防護柵（H=2.0m）を施工する箇所があるので注意すること。
　5.防護柵支柱部に、反射テ－プを設置すること。
　6.防護柵工及び門扉配置平面図を参考に、現地との整合性を確認後に施工すること。

A詳細部 S=1:10

<BTM12、大W、SW付＞

<BTM12、大W、SW付＞

<BTM12、大W、SW付＞

<BTM12、大W、SW付＞

面取りを施すこと。

B詳細部 S=1:10

Ｒ１徳耕　国附　那賀川小松島

坂野幹線付帯工事
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5
0

1
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2
0
0
0

2000 2000 2000

φ38.1×1.6

φ4.0

φ50.8×2.3

φ38.1×1.6

5
0

2
1
0
0

2
1
5
0

3
0
0

5
0

2
1
0
0

2
1
5
0

3
0
0

水路蓋版工・防護柵基礎

既設用水路

水路蓋版工・既設蓋版

A詳細部

7575

150

5
0

2
1
0
0

2
1
5
0

既設用水路

B詳細部

200

3
2
0

既設擁壁

1-1号防護柵支柱工

反射テ－プ 反射テ－プ

反射テ－プ(W50×L1250)

1号舗装工
4-φ16

PL 9

2
5

1
0
0

2
5

1
5
0

2510025

150

φ50.8×2.3

9

2510025

150

4－ホ－クカットアンカ－＃12CA

4－ホ－クカットアンカ－＃12CA

1
1
5

7
5

4
0

7
51
5
0 7
5

200

30 30140

100100

4-φ16

PL 9 4－ホ－クカットアンカ－＃12CA

5010050

φ50.8×2.3

9

150

75 40

1
3
0

3
0

1
0
0

4－ホ－クカットアンカ－＃12CA

プレ－ト取付箇所は
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小松島市坂野町

図面番号

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

構造図（3）

S=図示 /6 8

【附属物-防護柵】

構造図（3） S=図示

G

開き方向

応じ設置すること。

[後施工］

[後施工］

［台車セット後取付］

［有効開口幅］ ［開時（収納時）台車外々寸法］

〔スプリングネット〕
〔400g亜鉛めっきハガネ鉄線〕
（素線抗張力850N／m㎡～1050N／m㎡）
（亜鉛付着量400ｇ／㎡ 以上）

（丸パイプ）

（水抜穴付） （水抜穴付）

（ライナ－PL12付）

（アンカ－付）□75×75×3.2

▽2.71（水路蓋版工天端高）

a
a

（アンカ－付）

@1000

R2
00

R2
00

水路蓋版工内に施工

外側
小松島市道側

内側
分水工施設側

門扉平面図 S=1:30

門扉正面図 S=1:30 S=1:30a-a断面図

［有効開口幅］

S=1:30門柱・レ－ル位置図

門扉（H2000×W4000）S=図示

片開き引戸(収納式)

小松島市道側に設置すること
設置位置は、協議のうえ決定

備考
　1.外装は金網類を除く他は溶融亜鉛めっきのみとし、レ－ルは錆止め１回塗りとする。
　2.引戸台車にはめっきの為、湯抜き穴を適所（見苦しくない位置）に設けるものとする。
　3.門扉の基礎部分を水路蓋版工内に設置するため、門扉のレ－ル部分や開閉時ストッパ－などの
　　付属物設置は、水路蓋版工の施工も考慮し、施工順序等に十分注意すること。
　4.門扉支柱部に、反射テ－プを設置すること。
　5.防護柵工及び門扉配置平面図を参考に、現地との整合性を確認後に施工すること。

(W50×L1250)

S=1:6戸車(A)(B)詳細図

[重量戸車φ100]

[重量戸車φ100]

（アンカ－付）

@1000
770

700

590

（アンカ－付）

@1000

[重量戸車φ100]

770

590

S=1:6戸車(C)詳細図

(W2枚、SW付)

770
（アンカ－付）

700

S=1:6転倒防止(D)詳細図

（アンカ－付）

770

590

S=1:6転倒防止(E)詳細図

S=1:6落し(F)詳細図

［開時（収納時）台車外々寸法］［有効開口幅］

(クッションゴム付)
2-ホ－クカットアンカ－＃12CA
(BTM12、大W、SW付)

(クッションゴム付)
2-ホ－クカットアンカ－＃12CA
(BTM12、大W、SW付)

S=1:6G部詳細図

AS

スクリーン

T.坂
野(一

)4.
L10

AS

HPφ
400

(1.74)

1.43

2.60

2.73

2.47

2.5
4

1.
44

1.54
1.46

(1.52)

1.04

入
口

1.69

1.03

1.33

1.71

1.45

1.52

1.43

電灯φ85

NO.19+33.89

NO.19+34.72

EP(NO.19+37.25)

防
護
柵
基
礎
(
1-
1
号
)

防護柵工及び門扉配置平面図 S=1:200

（参考図）

L=
3.
15
m

L=
3.
28
m 門

扉
N
=
1
.
0
基

L=
3.
14
m

L=1.30m

L=4.45m

L=8.05m

防
護
柵
基
礎
(1
-
1号

)
防
護
柵
基
礎
(
1
-1
号
)

水
路
蓋
版
工
(1
-
1号

)

防
護
柵
基
礎
(
1-
1
号
)

防
護
柵
基
礎
(
1
-1
号
)

防
護
柵
基
礎
(
1
-1
号
)

防
護
柵
基
礎
(
1
-1
号
)

水路蓋版工(1-1号
)

水路蓋版工(1-1号
)

水路蓋版工(1-1号
)

水路蓋版工(1-1号
)

水路蓋版工(1-2号
)

水路蓋版工(1-1号
)

既設蓋版(1-2号
)

既
設
蓋
版
(1-2号

)

既
設
蓋
版
(1-2号

)

既
設
用
水
路
(2-1号

)

既
設
用
水
路
(2-1号

)

既
設
用
水
路
(2-2号

)

防護柵基礎(1-1号)

既設蓋版(1-2号)
既設用水路(2-2号)

既
設
用
水
路
(2

-2
号
)

既
設
用
水
路
(2

-2
号
)

既
設
用
水
路
(
2-

2
号
)

既
設
蓋
版
(1
-2
号
)

既
設
蓋
版
(1
-2
号
)

既
設
蓋
版
(
1-

2
号
)

既
設
用
水
路
(2

-2
号
)

既
設
用
水
路
(
2-

2
号
)

既
設
用
水
路
(2

-2
号
)

既
設
用
水
路
(2

-
2号

)

注）防護柵工及び門扉配置平面図内の表示は、下記の意味を示す。
　　1-1号は、1-1号防護柵支柱工(H=2.0m、コンクリ－ト埋込式)
　　1-2号は、1-2号防護柵支柱工（H=2.0m、ベ－スプレ－ト式）
　　2-1号は、2-1号防護柵支柱工（H=2.15m、コンクリ－ト埋込式）
　　2-2号は、2-2号防護柵支柱工（H=2.15m、L型ベ－スプレ－ト式）
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レ－ル

排水溝を現地状況に水勾配を設けること。

開時ストッパ－

開時戸当り 開時用落し受

開時ストッパ－

閉時戸当り落し（F）

□125×75×3.2 □125×75×3.2 ［125×65×6

3
5
0

3
5
0

200 1810 310

2320

2130

4000 2480 150以上

完全式菱形金網φ2.6×32ｍｍ

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3 φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

φ38.1×1.6 閉時戸当り 開時戸当り φ38.1×1.6

140
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W4140
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8
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1
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施錠装置

転倒防止（D）
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戸車（C）
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3
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0

200200100
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330
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構造図（4）

S=図示 /7 8

【附属物-渡版・水路蓋版工】

構造図（4） S=図示

A部

1号渡版工 S=1:30

平面図

(2300×180×800)

2号渡版工 S=1:30

平面図

(4800×180×800)

（現場施工）

（現場施工）

（現場施工）

φ35孔

（現場施工）

φ35孔
（現場施工）

（現場施工）

側面図

水
流

水
流

側面図

無収縮モルタル m3 0.001

2300×180×800
簡易柵・ｱﾝｶｰ固定含む

kg

基R C 床 版

1.0箇所当り

数　　量単 位規　　格名　  称

数量表

D13L=200 0.398

D13用L=100削 孔 2.0箇所

敷モルタル m3 0.002

1.0

無収縮モルタル m3 0.001

4800×180×800
簡易柵・ｱﾝｶｰ固定含む

kg

基

アンカ－筋

R C 床 版

1.0箇所当り

数　　量単 位規　　格名　  称

数量表

D13L=200 0.398

D13用L=100削 孔 2.0箇所

敷モルタル m3 0.010

1.0

門扉基礎設置位置（1200×6630）

ホッパ基礎設置位置

A

A

B

B

C
C

D

D

水路蓋版工 S=1:30

注）水路蓋版工には、下記に示す構造物基礎及び支柱工を設置するため、位置等を注意して施工すること。

A-A断面

▽2.71(水路蓋版工天端高)
(▽2.46)

▽2.46(水路蓋版工下端高)

(▽2.46)
(▽2.41)

(▽2.41)

▽2.41

(▽2.41) (▽2.46)
(▽2.41)

(▽2.46)

(▽2.46)

B-B断面

▽2.46(水路蓋版工下端高)

C-C断面

▽2.46(水路蓋版工下端高)

D-D断面

▽2.71(水路蓋版工天端高)

▽2.38(水路蓋版工下端高)

平面図

(▽2.38)水路蓋版工下端高

(▽2.38)

(▽2.43)

(▽2.43)

L=0.30mN=2.0箇所

アンカ－筋

注）1号・2号渡版工は、参考図であるので、監督職員に承認許可をとり、
　　同等品（機能等）を施工すること。

A部詳細図

（現場施工）

（現場施工）

（現場施工）

S=1:10 A部詳細図 S=1:10

（現場施工）

（現場施工）

（現場施工）

Ｒ１徳耕　国附　那賀川小松島
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(3570)
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1-1号・1-2号防護柵支柱工設置位置
1-1号防護柵支柱工設置位置

970 3030

2350 430

2780

250250 1850

2
5
0

2
0
0

3
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0

50430

480

 ▽2.71

 ▽2.71

 ▽2.71

 ▽2.71  ▽2.71
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2350
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既設用水路

既設用水路

1850

250250 1350
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0

既設用水路

1850

250250 1350

3
3
0

既設用水路

 ▽2.71水路蓋版工天端高

▽2.71

 ▽2.71

 ▽2.71

1-1号防護柵支柱工

門扉(基礎及びレ－ル等)

▽2.71(水路蓋版工天端高)

1-1号防護柵支柱工
(150)

(280)

門扉(基礎及びレ－ル等)

▽2.71(水路蓋版工天端高)門扉排水管VUφ50
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150

RC床版

75

φ35

無収縮モルタル充填

アンカー筋（D13）

敷モルタル

1
8
0

RC床版

350

無収縮モルタル充填

アンカー筋（D13）

敷モルタル

φ35

150



徳島県農林水産部東部農林水産局(徳島庁舎)

那賀川・小松島地区

小松島市坂野町

図面番号

事業者名

会 社 名

縮　　尺

図 面 名

工事箇所

路線名等

工 事 名

水路蓋版工配筋図

S=1:30 /8 8

【附属物-水路蓋版工】

A

A

B

B

C
C

D

D A-A断面

B-B断面

C-C断面

D-D断面

平面図

水路蓋版工配筋図 S=1:30

S 2 D 1 6

S 2 D 1 6

S 2 D 1 6

S 3 D 1 6

S
1

D 1 6

S 1 D 1 6

S 1 D 1 6

S
4

D 1 3

S 5 D 1 3
S 6 D 1 3

S 4 D 1 3

S 4 D 1 3 S 6 D 1 3

S 5 D 1 3S 7 D 2 2  L = 3 0 0

（アンカ－筋@1000）

S 7 D 2 2  L = 3 0 0

（アンカ－筋@1000）

S 7 D 2 2  L = 3 0 0
（アンカ－筋@1000）

S 7 D 2 2  L = 3 0 0

（アンカ－筋@1000）

S 7 D 2 2  L = 3 0 0
（アンカ－筋@1000）

S 1 8 - D 1 6 × 2 2 5 0

S 2 4 5 - D 1 6 × 1 7 5 0

S 3 5 - D 1 6 × 1 9 8 0

S 4 9 - D 1 3 × 1 2 5 0

S 5 7 - D 1 3 × 3 5 4 0

( 3 0 2 8 ～ 4 0 2 8 )

S 6 7 - D 1 3 × 5 6 1 0

( 5 5 6 7 ～ 5 6 4 8 )

S 7 1 2 - D 2 2 × 3 0 0

記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一本当り質量 質    量 摘    要

S1 D16 2250 8 1.56 3.510 28.080

S2 D16 1750 45 1.56 2.730 122.850

15.445

S4 D13 0.995 1.244

24.654S5 D13 0.995 3.522

39.074S6 D13 5610 7 0.995 5.582

10.944

252.243

合　計 D13 74.924 kg

総質量 252.243 kg

水路蓋版工（1式当り）

S D16 1980 5 1.56 3.089

11.196

3

S7

1250 9

3540 7

鉄 筋 質 量 表 （ S D 3 4 5 )

D22 300 12 3.04 0.912

D22 10.944 kg

（アンカ－筋）

D16 166.375 kg

（平均長）

（平均長）

L=0.30mN=2.0箇所

Ｒ１徳耕　国附　那賀川小松島

坂野幹線付帯工事
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50 150 507@300=2100

2 2 5 0

1 7 5 0

1 9 7 7

1 2 5 0

平 均 長 3 5 3 9

平 均 長 5 6 0 9
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0
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0

1
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125

125
125

125
125

125
125

門扉排水管VUφ50


